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✔１８歳以上の苫小牧市民の方（高校生を除く。性別は問いません。）

🌸応募資格

✔研修の成果を積極的に男女平等参画推進活動に生かす意欲のある方

✔集団での宿泊や研修会等の活動ができる健康な方

✔研修会等の主催者が定める開催要項の全課程に参加できる方

※その他条件もございます。詳しくは市HPに掲載される実施要項をご確認ください。

🌸こんな「あなた」におススメ！

✔女性のキャリア形成支援や女性活躍を推進したいけれど、具体的に
どのような行動を起こせば良いのかわからない

✔全国水準のライフ・ワーク・バランス、働き方改革を感じてみたい
✔パートナーや児童への暴力を根絶したい
✔性的マイノリティの人々の人権を守りたい
✔地域活動・防災等に男女平等参画の視点を取り入れたい
✔苫小牧市をもっと良いまちにしたいと強く思っている などなど

男女共同参画を推進する国内唯一のナショナルセンター

NWEC（ヌエック）で開催される
２泊３日の宿泊研修に参加してみませんか

男女平等参画に関心を持つ市民が全国規模の研修会に参加
することで、女性のキャリア形成支援、女性活躍やライフ・ワー
ク・バランス、働き方改革の推進、地域づくり、ジェンダー、人権、
防災など、「男女平等参画」に関する知識や考えを深めるととも
に、苫小牧市の未来を担うリーダー的資質の向上、および、今後
の地域活動等の意欲的な活動に繋げ、本市の男女平等参画の
さらなる推進を目指す事業です。

🌸「苫小牧市男女平等参画に関する研修会等派遣事業」とは？

・5月20日 公募〆切
・6月上旬 被派遣者決定
・7月下旬 事前研修会
・8月27日(木)～29日(土) 派遣研修
・9月上旬 報告書提出〆切
・10月上旬 被派遣者による報告会

🌸事業スケジュール（予定） 🌸応募方法など

【募集期間】５月１日(金)～５月２０日(水)まで（必着）

【公募人数】１名（審査があります）

【応募方法】申込書を担当まで郵送・
Eメール、または直接持参してください
(※申込書は、担当まで直接請求いただくか、
市HPからダウンロードしていただけます➡)



🌸NWEC（ヌエック）とは？

NWEC(ヌエック)とは、独立行政法人国立女性教
育会館＝National Woman Education Centerの略
称で、埼玉県嵐山町にある国営機関です。

男女共同参画を推進する行政担当者、女性団体やNPOのリーダー、及び大学や

企業において組織内のダイバーシティや女性の活躍を推進する担当者等が一堂
に会し、課題の共有と課題解決のための方策を探る研修です。同時に、組織分野
を越え、連携・協働して男女共同参画を推進するためのネットワーク形成を図りま
す。令和２年度は、８月２７日(木)～２９日(土)の３日間開催されます。

🌸「男女共同参画推進フォーラム」って？

🌸これまでの参加者様のお声
🌸研修・旅行日程(目安)

8月27日(木)

7：15 新千歳空港集合

8：00 新千歳空港発
9：30 羽田空港着

(移動約3時間半)
13:00 NWEC着

開会・研修開始
17:30 研修終了
18：30 懇親会

8月28日(金)

10：00 研修開始

17：30 研修終了

8月29日(土)

10：00 研修開始

16：15 研修終了・閉会
16：30 NWEC発

(移動約3時間半)
20：00 羽田空港発
21：30 新千歳空港着・解散

※あくまでも目安ですので、
実際の行程とは多少異なります。

男女平等社会実現のために何をすべきか
のヒントを得る事ができました。一人でも多く
の人にこの研修に参加してもらいたいと思い
ました。（令和元年度被派遣者A.Sさん）

🌸担当・お問合せ・お申込

苫小牧市総合政策部協働・男女平等参画室
〒053-8722 苫小牧市旭町4丁目5番6号(市役所7階)

TEL:0144-84-4052 FAX：0144-34-7110
Email：kyodosankaku@city.tomakomai.hokkaido.jp

全国区のフォーラムに参加させて頂くことで、
たくさんの先輩方から刺激をいただき、また同
世代とも出会い、SNSで繋がることができまし

た。他県の同世代が実行していることを苫小
牧でも行い、後世を育てていきたいと考えます。
特に、「潜在的な人材の発掘」のため、メン
ターカフェ(仮)の実施や、SDGsを日常と近づけ

たり、男女共同参画について気軽に語ったり
することができる機会を増やしていきたいです。
（平成３０年度被派遣者Y.Iさん）

この3日間を通して、男女共同参画の意義と

行動の大切さ、重要さを感じました。自分の
今いる場で、自分の立場で仲間と共に思いを
共有し行動していきたいと感じました。（令和
元年度被派遣者T.Oさん）


